英敏 の資に 加うるに 容資 典雅に して 挙動 処女の 如くで 

あった。 当時 は、 美少年 尊重の 世であった から、 忽ち 

まと 

衆人 讃 仰の 的と なった。 この 弱冠の 一美 少年 こそ は、 

そうす い 

切 利 支 丹 一 揆の 総帥と なった 天草 四 郎時貞 である。 

当時 島 原 一 円の 領主であった 松 倉 重 次 は 惰弱の 暗君 

いたず ほしいまま 

で、 徒らに 重税 を 縦 にした。 宗教 上の 圧迫 も 残虐 

うん ぜん 

で 宗徒 を 温泉 (雲 仙嶽) の 火口へ 投げ込んだ りした。 

領主の 暴政に、 人心 離反して 次第に 動揺し、 流言 蜚語 

また 盛んに 飛んだ。 II 病身が ちであった 将軍家 光 は 

既に 薨 じている が、 未だ 喪 を 発しない の だと か、 この 

冬に は両 肥の 国に 兵 革 疫病が 起って、 ただ 天主 を 信ず 



に 在った 四十 五 人 は 等しく 耒，. 耜を 採って、 兵 右衛門 を 

打ち殺して 仕舞った。 ここに 於て 佐 志 木 作 右衛門 は、 

千 束 島の 山 善 左衛門 等と 図った が、 結局 #1 ながら 藩 兵 

に 攻められ るより 兵を挙 ぐるに 如かず とな つ た。 

こと ゆえ おそ 

「天主の 教を 奉じての 事故 日本 全土 を 敵と する も懼る 

るに 当らない。 、^ん や 九州の 辺土 を や。 事 成らば よし、 

成らず ば 一 族 天に 昇る までの 事 だ」 聞く 者 皆 唯々 とし 

て 従った ので、 挙兵の 檄文 は 忽ちに 加津 佐、 串 山、 小 

浜、 千々 岩 を 始め、 北 は 有 江、 堂 崎、 布津、 深 江、 中 

木場の 諸 村に 飛んだ。 加津佐 村の 代官 山 内 小 右衛門、 

安井 三郎 右衛門 両名 は、 信徒 三十 数名に 襲われ、 鳥銃 



大江ロ 浜 手より 北へ、 松 倉 勢 は 北 岡 口 浜の 手 辺に、 有 

馬 勢 は その 中間に、 立 花 勢 は 松 倉 勢の 後方 近く 夫々 に 

布陣した。 十二月 十九 日 寄 手 鬨の声 を 揚げる と 城 中 か 

あって 

らも 同じく 声 を 合せて、 少しも 周章た 気色 も 見えない- 

重昌、 貞清、 諸将を 集めて 明日 城 攻めすべく 評議した 

が、 有 馬 忠郷と 立 花 忠茂は 共に 先鋒 を 争う の を 重昌諭 

して 忠茂を 先鋒と 定めた。 二十日の 黎明、 忠茂五 千の 

兵 を もって 三の 丸 を 攻撃した。 家臣 立 花 大蔵 長 槍 を 

揮って 城を攀 じて、 一番 槍と 叫び も あえず、 弾丸 三つ 

まで も 甲 を 貫いた。 忠茂 怒って 自ら 陣頭に 立って 戦 

うが、 城 中で は 予てよりの 用意 充分で、 弓 鉄砲の 上に 



を 決して 単身 駆け抜け ようとす るの を 石 倉貞清 止め 諫 

める と、 重昌、 我等 両人 率先して 進み、 諸 軍 を 奮起 さ 

せる より 途 はない と 嘆いた。 進軍して 諸 軍 を 顧みる が 

誰も 応じよう としない。 従う はた だ 家臣 だけで ある。 

いでたち こん おどしの よろい 

重昌 その 日の出 立 は、 紺緘 鎧に、 金の 采配 を 腰に 帯 

び、 白き 絹に 半月の 指 物 さし、 当 麻と 名 づける 家 重代 

の 長 槍 を 把って 居た。 城 中の 兵、 眺め 見て 大将と 認め、 

斬って 出る 者が 多い。 小 林 久兵衛 前駆 奮撃して 重昌を 

まも さ： K 

護る が、 丸石 落ち 来って 指 物の 旗 を 裂き 竿 を 折った。 

屈せず 猶 進んだ 重昌 は、 両手 を 塀に 懸けて 躍り込まん 

とした 時、 一 丸 その 胸 を 貫いた。 赤 川 源 兵衛、 小川 又 



松 平信 綱 謀 戦 之 事 

松 平 伊豆守 信 綱 (此時 四十 二) が、 改めて 征討の 正 

使と して、 嫡男 甲斐 守 輝 綱 (此時 十八) 以下 従 士千三 

百 を 率いて 西 下した の は、 寛 永 十四 年 極月 二十 八日で 

あった。 副使 は 美濃大 垣の 城主 戸田 左 門 氏 鉄 (此時 年 

六十 一)。 明けて 十五 年の 正月 四日、 有 馬 表に 着陣し 

たので あるが、 直ちに 軍令 を 発し 陣法を 厳重に した。 

老中の 指揮で あるから 従軍の 諸 大名 も、 今度 は 板 倉 重 

昌の 場合の 康に、 馬 達に する わけに は ゆかない。 



十日、 信 綱 は 海上から 鉄砲で 城 を 撃た せた が、 船が 

少な い 上に 城 は 高く 思う様に ならない。 そこで 大船 を 

求めし めた 処が、 丁度 平 戸 沖に 阿蘭陀 船が 碇泊して い 

るの を 知った。 直ちに 廻送せ しめ、 城へ & 火矢 を 放た 

せた。 阿蘭陀 は 当時 新教で カソリック 教とは 新旧の 違 

いこ そ あれ 同じ 宗教の 為に 闘って 居る 城へ、 大砲 を 撃 

ち 込む の は 心苦しかった であろうが、 何しろ 当時の 日 

本 政府の 命令 だから 止む を 得ない。 「智慧 伊豆と も あ 

ろう ものが、 外国 船の 力 を 借りて 城 を 攻める と は、 国 

の 恥 を 知らない もの か」 手厳しい 批評 を 城 中で 為して 

居る 者が 居る。 が、 宗徒 は スペインな どからの 援兵 を 



なリ ずみ よりみつ 

同 牧野 成 純 を 柳 川、 久留 来、 島 倉の 営へ、 榊 原 職 允 を 

佐 賀の陣 へ、 林 勝 正 を 福 岡 唐 律の 軍へ、 夫々 遣わして、 

本営との 連絡 を 厳重に した。 更に 信 綱 は 各陣に 指図し 

て、 高い 井楼を 築かし めた。 井楼の 上から 城 を 俯して 

矢 丸 を 射 込もう 策戦で ある。 

信 綱 は 更に 城 中の 大将 四 郎の甥 小 平 をして、 小左衛 

門の 手紙 を 持って 城内に 入らし めた。 その 手紙の 趣と 

云う の は、 

一、 寄 手の 軍勢 は 数十 万 余に て 候 …… (中略) 江戸 

様よりの 御 詫に、 切 利 支 丹の 百牲 原に 侍 衆 そこな は 

せ 候 こと、 いらざる 儀と 思 召され 候 間、 柵の 所に 丈 



夫に 仰 付けられ ほし 殺しに なされ 候 やうに と 仰 聞か 

され 候。 

一 、 (前略) 城より 落つ る もの 三 四 人 御座 候処 に、 命 

あまつ さ 

を 御 助けな され、 其 上 金銀 を 下され、 剰へ その 在 

つかまつ 

所の 内に て 当年 は 作り 取に 仕 り (後略) 

一 、 天下 様 仰 出 でられ 候 は (中略)、 切 利 支 丹の 儀 は、 

当歳 子に よらず 御果 しなされ 候に 相 定め 申し 候。 い 

ま 発起に 附 きて (中略) 無理に 切 利 支 丹に 勧められ 

まか 

罷り 成り 候 は、 聞 召し 届けられ、 御 助けな さる 可く 

候 事、 上意の 由に 御座 候 (中略) 勿論 切 利 支 丹宗の 

あいそむ 

儀 相 背き 難く 存じ 候 者 は、 籠 舎 仕り 相 果て 候と も、 



その 段 は銘々 次第と 存じ 候。 (後略) 

一 、 城 中 大将 四郎と 申す 儀、 隠れな く 候。 その 年来 

を 聞 召し 候へば、 十五 六に て 諸人 を 勧め、 斯様の 儀 

を 取 立て 申す 儀に て は 無 之 候と 思 召し 候条、 四郎が 

名 を 借リ取 立て 申す もの 有 之と 思 召し 候。 左様の 事 

に 候 はゾ、 大将 四郎 にて 御座 候と も、 罷り出で たる 

者 これ 在る に 於て は、 御 赦免 罷り 成る 可き の 由に 御 

座 候 事。 

一 、 我等 ども 此の 如きの 身上に 罷り 成り、 右の通り 

申し 遣し 候 事、 相 果て 候 を 迷惑に 存じ 申入る 様に 思 

召され 御 心中 御 恥し く 存じ 候。 ゆめ/ \ 左康 にて は 



御座な く 候。 (中略) 城 中より 出で 申し 度し と 申す 

者 ども 御 出し 候 は 5- 、 御 断り を 申し 城 中へ 参り、 一 

処に相 果て 申す 可く 候。 (後略) 

言々 誠意の 溢れる の を 見る 事が 出来る。 この 手紙と 

同時に、 四郎の 母と 姉から も、 城 中の 甚兵 衛、 四郎宛 

に、 同 趣旨の 手紙 を 送って 居る。 四 郎の母 は 法名 を マ 

ルタと 称し、 四郎旗 挙げに 際して、 熊 本 藩の 手に 捕 わ 

れ たの だが、 母の 為に 臆するな く 存分に 働け と 四郎へ 

云い 送った 程の 女丈夫で ある。 

しかし 事 ここに 至 つ て は 肉 身の 情に 打ち勝ち 難 か つ 

たものと 見える。 



島 勝 茂に 向って、 「公 等 は 皆陣を 布いて 柵 を 設けて 居る。 

我等 は 軍 目 付の 故 を もって 寸 尺の 地 もない が、 愚息 

職 信 始め 従士 をして 柵 を 結ぶ 事 を 学ばし めたい から」 

と 云って 割込んで 仕舞った。 職 信 年 十七の 若武者で 秘 

かに 従 士七八 人と 共に、 城の 柵 を 越えて 入った。 見覚 

えの ある 上に 赤の 布に 白い 餅の 指 物が、 城 を 乗り越え 

て 行く の を 見て、 流石の 職充も 驚いた。 直ちに 白に 赤 

い 丸一 一つの 指 物が その後 を 追う 事になる。 

一番 驚いた の は 鍋 島 勢で ある。 信 綱の 命 を 伝うべき 

軍 目 付 親子が 敵 城へ 乗入れた の だから、 今 はと かくの 

-っ えしろ 

場合で はない と、 軍勢 一同に 動いて、 鍋 島 勝 茂の 上白 



勝发は M? 上に 叱咤して、 

「鍋 島 勢を排 して 進め」 と 命じた。 

城外の 地勢 険阻な 処に 来る と、 馬を棄 てて 子の 伊織 

十四 歳になる の を 伴って 進んだ。 激戦な ので、 掲げる 

もく のじよ う 

金の 旗印が 悉く 折れ 破れた。 旗 奉行 神 谷 杏之丞、 漸く 

金の 旗 を 繕って、 近 藤 兄弟 をして、 崖 を 登って 掲げし 

めた。 

城外に 在った 勝 成 は、 

「大阪 の 役に 児 子の 功を樹 てた 事が あつたが、 今日 児 

孫の 先登 を 見る」 と 云って 涙 を 流して 喜んだ。 

細 川 越 中 守忠利 は、 地 白、 上に 紺の 九 曜の紋 ある 旗 



忠之、 「如 水 公の 時屢々 武功 あつたと 云う が 老耄れ 

たの か」 と 罵って 之 を 斬ろうと する 処に 弟隆政 現れて 

漸く 止めた。 睡鷗 暫く 四方 を 観望して 居た が、 忽ち 

大喝して 軍 を 進めつ いに 大江門 を 抜いた。 

もう 此 頃に は、 三の 丸 池 尻 門 辺に、 上白 下 黒白 黒の 

くぎぬき とりげ 

釘 貫の 旗 や、 白い 鳥 毛 二つ、 団子の 馬 印が 立てられて、 

とよ-つじ 

有馬豊 氏、 同 忠郷の 占拠 を 示し、 三の 丸 田 尻 門 辺に は 

立花忠 茂の 上白 下 黒、 黒の 処に紋 ある 旗 や、 松 倉 重 次 

の 黒に 中 朱 筋 一 つの 旗が 眺められた。 

二の丸 辺に、 熊 毛 二 段の 団子、 下に 金の 団子の 馬 印 

が 動く の は、 寺沢忠 高が 乗り込ん で 居る からで あり、 



ていた。 

明治 初年 信教の自由 許され、 カソリック 教の 宣教師 

が 来朝し、 長崎大 浦の 地に 堂宇 を 建てて、 朝夕の 祈禱 

をして いると、 どこから ともなく 集って 来た 百姓が、 

宣教師の 背後に 来て、 しずかに 十字 を 切った。 

その 数が 日に 殖えて、 日本に 於け る カソリック 教復 

活の 先駆 を 成した ので ある。 

後記 

この 物語 を 作る に 際し 参考と した もの は 次の 如し _ 



島 原 天草 日記 

松 平 輝 綱の 陣中 日記 

島 原 一 揆松倉 記 

天草 士賊城 中 話 

城 中の 山 田 佐 右衛門の 口述書で、 一 名 『山 田 佐 右 

衛門 覚書』 とも 云う。 

立 花 宗茂島 原 戦 之 覚書 

肥 前 国有 馬 古老 物語 

原! 寧 
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